
世界重要農業遺産システム
（GIAHS）

Globally Important Agricultural 
Heritage Systems

していくため、2002年より、これらの
地域を「世界重要農業遺産システム（G

IAHS）」として認定する取り組みを行っ
ています。
　2013年8月現在、日本を含め※、世
界中で25の地域がGIAHSサイトとして

世界では、近代化が進むなかで失われ
つつある伝統的な農業や、そこで育ま
れる知識体系、生物多様性、景観を
今もなお守り続けている地域がありま
す。FAOはこうした「農業システム」を
一体的に維持保全し、次世代へ継承

認定されています。■ FAO MAP 

関連ウェブサイト
FAO Globally Important Agricultural Heritage 

systems（GIAHS）：www.giahs.org

FAO日本事務所：世界重要農業遺産システム（GIAH

S）：www.fao.or.jp/263/225.html

※ 日本の認定地については本誌p.33を参照

静岡の茶草場農法（日本）

トン族の稲作・養魚・養鴨（中国）

国東半島・宇佐の農林水産循環（日本）

万年の伝統稲作（中国）

阿蘇の草原の維持と持続的農業（日本）

イフガオの棚田（フィリピン）

能登の里海･里山（日本）

プーアルの伝統的茶農業（中国）

トキと共生する佐渡の里山（日本）

ハニ族の棚田（中国）

  Shimbwe Juu Kihamba
地域のアグロフォレストリー

（タンザニア）

マグレブのオアシス農業（アルジェリア）

マサイ族の牧畜（タンザニア）

アトラス山脈のオアシス農業（モロッコ）

200種の馬鈴薯を生産するチロエ農業（チリ）

マサイ族の牧畜（ケニア）

ガフサのオアシス農業（チュニジア）

海抜4000メートルで行われるアンデス農業（ペルー）

クッタナドの海抜以下での
農業システム（インド）

カシミールのサフラン栽培（インド）
コラプットの伝統農業（インド）

2000年前から続く水田養魚（中国）
会稽山で古くから行われるカヤ栽培（中国）

宣化のブドウ栽培による都市農業遺産（中国）
アオハンの乾燥地農業（中国）

3
8

A
U

T
U

M
N

 2
0

1
3

3
9

A
U

T
U

M
N

 2
0

1
3


